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【足立区地域包括ケアシステム推進会議】概要 

会 議 名 令和７年度 第 1回 足立区地域包括ケアシステム推進会議 

事 務 局 福祉部高齢者施策推進室高齢者地域包括ケア推進課 

開催年月日 令和７年６月１３日（金） 

開 催 時 間 午後 ２時 ～ 午後 ４時 

開 催 場 所 すこやかプラザ あだち ３階大研修室 

出 席 者 

酒井 雅男 会長 白川 泰之 副会長 粟田 主一 副会長 

榊󠄀原 美樹 副会長 山下 俊樹 委員 賀川 幸英 委員 

内山 真 委員 佐藤 浩史 委員 花田 豊實 委員 

鈴木 康大 委員 和田 庸右 委員 白井 良一 委員 

塩谷 総吾 委員 羽田 雅代 委員 廣島 高志 委員 

鈴木 勉 委員 小浦 梓 委員 山ノ内 聖一 委員 

谷 将之 委員 大竹 吉男 委員 内山 清 委員 

鈴木 由美子 委員 内藤 久子 委員 結城 宣博 委員 

堀 崇樹 委員 伊東 貴志 委員 半貫 陽子 委員 

馬場 優子 委員 田中 靖夫 委員 徳井 傑  委員 

小峯 直樹 委員 橋本 太郎 参事 乾 洋平 係長 

福田 友樹 係長 神家満 麦 係長 佃 美幸 係長 

千ヶ崎 純子 係長 河井 達弥 係長 高橋 鉄明 係長 

中村 貴広 主査   



2 

 

欠 席 者 

山中 崇 副会長 小島 直樹 委員 中村 輝夫 委員 

茂木 聡直 委員   

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 別紙のとおり 

そ の 他 
・次第 

・委員名簿 

・足立区地域包括ケアシステム推進会議資料 
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○中村主査 定刻になりましたので、た

だいまより令和７年度第１回足立区地域

包括ケアシステム推進会議を開催させて

いただきます。 

 本日はお忙しい中ご出席いただきまし

て誠にありがとうございます。私は、本

日司会を務めます、高齢者地域包括ケア

推進課の中村と申します。どうぞよろし

くお願いいたします。 

 初めに、傍聴者の皆様にお願いがござ

います。会場内での写真撮影、ビデオ撮

影、携帯電話等のご使用はお控えくださ

い。ご理解、ご協力のほど、どうぞお願い

いたします。 

 議事に入る前に、このたび、委員の交

代がございましたのでご報告いたします。 

 本来であれば、新委員の方に委嘱状の

交付とご挨拶を頂きたいところではござ

いますが、お時間が限られておりますの

で、私のほうから、所属とお名前のご紹

介のみとさせていただきます。お名前を

呼ばれた委員の方は、お手数ですが、そ

の場でご起立をお願いいたします。 

 まず、学識委員の明治学院大学社会学

部社会福祉学科教授、榊󠄀原美樹様でござ

います。本日は、オンラインでご参加い

ただいております。 

 なお、前任の大口委員につきましては、

令和７年４月１０日をもって退任されま

した。また区職員選出委員も人事異動に

伴い交代がありましたので、新任委員を

紹介いたします。 

 茂木聡直地域のちから推進部長。本日、

別業務につき欠席です。 

 伊東貴志福祉部長。 

○伊東福祉部長 伊東でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

○中村主査 小峯直樹介護保険課長。 

○小峯介護保険課長 小峯です。よろし

くお願いいたします。 

○中村主査 徳井傑医療介護連携課長。 

○徳井医療介護連携課長 徳井です。よ

ろしくお願いいたします。 

○中村主査 ご紹介は以上でございます。

改めまして、皆様どうぞよろしくお願い

いたします。 

 続きまして、３点事務連絡をさせてい

ただきます。 

 まず、机上にお配りしております資料

の確認です。 

 資料一番上の「席次表」から順に、「次

第」、「委員名簿」、続いて、各種案件の

資料、「健康寿命をのばす１６のすすめ」

のパンフレット、「あだち脳活ラボ」のリ

ーフレットとなっております。 

 なお、本日の議事は、議題４件、報告事

項５件、情報連絡事項３件です。会議の

途中で資料に不備、不足等お気づきにな

りましたら、お手数ですが事務局までお

声がけください。 

 続いて、２点目、会議の進行について

です。会議時間と案件数を考慮し、効率

的な会議の運営を行うため、議題及び報

告事項は、事務局及び担当所管課からご

説明させていただき、質疑応答を行いま

す。 

 情報連絡事項につきましては、説明を

省略させていただき、最後に情報連絡事

項を含めて、全体の質疑をお受けする形

で取らせていただきたいと思います。 

 ３点目、会議進行中のご発言について

のお願いです。ご発言の際には、お手数

ですが挙手をお願いいたします。職員が

マイクをお届けいたしますので、所属と

お名前から発言していただきますようお

願いいたします。終了後は職員へマイク



4 

 

をお渡しください。 

 また、オンラインでご出席されている

委員におかれましては、会議進行中はマ

イクをミュートにしていただき、発言の

際には挙手アイコンをクリック、指名さ

れた後、ミュートを解除した上でご発言

いただくようお願いいたします。 

 長くなりましたが、以上、事務連絡で

ございました。 

 皆様からの活発なご意見、ご質問を頂

くため、ご協力をよろしくお願いいたし

ます。 

 本会議は、足立区地域包括ケアシステ

ム推進会議条例第７条により、委員の過

半数の出席によって成立することとなっ

ております。 

 現在、出席者は委員の過半数に達して

いるため、この会議が成立していること

をご報告いたします。 

 また、この会議の会議録は、公開する

こととなっております。記録の関係上、

録音及び資料用の撮影をさせていただき

ますので、あらかじめご了承ください。

よろしいでしょうか。 

 続きまして、副会長の選出です。先ほ

ども申しましたが、昨年度まで足立区地

域包括ケアシステム推進会議副会長及び

地域包括支援センター運営協議部会の部

会長を務めていただいておりました大口

委員が、令和７年４月１０日をもって退

任されました。大口委員の退任に伴いま

して、足立区地域包括ケアシステム推進

会議副会長兼地域包括支援センター運営

協議部会の部会長の選任を行いたいと思

います。 

 副会長は、足立区地域包括ケアシステ

ム推進会議条例第６条により、委員の互

選によって定めると規定されております

が、いかがいたしましょうか。 

○酒井会長 酒井でございます。 

 私から、退任された大口委員の引継ぎ

の点や、また、地域福祉について深い知

見をお持ちである榊󠄀原委員に副会長の要

職をお願いしたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

（拍手） 

○中村主査 ありがとうございます。 

 それでは、榊󠄀原委員は、恐れ入ります

が、ご挨拶をお願いいたします。 

○榊󠄀原副会長 ただいまご紹介いただき

ました明治学院大学の榊󠄀原です。本日は

校務の関係でオンラインでの参加で失礼

いたします。 

 このたび、前任の大口先生からのご紹

介により、地域包括ケアシステム推進会

議に参加させていただくことになりまし

た。 

 私の専門分野は、住民の方とともに福

祉をつくる地域福祉であったり、その実

践を支えるコミュニティワークという領

域になります。 

 担当させていただく運営協議部会につ

きましては、これまで足立区としての地

域包括支援センターの評価の仕組みを構

築して実践してこられたと伺っておりま

す。 

 今後、これまでの経緯を踏まえつつ、

地域に根ざした包括がさらに発展してい

けるように、またこちらの地域包括ケア

システムの推進に微力ながら貢献させて

いただければと思っております。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○中村主査 ありがとうございました。 

 それでは、これから議事に入らせてい

ただきます。進行を酒井会長、よろしく

お願いいたします。 
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○酒井会長 皆さん、こんにちは。今日

は、令和７年度の第１回の推進会議とい

うことになるのですが、今日、第１回の

この日に、「すこやかプラザあだち」とい

う新しい足立区の地域保健の拠点で始め

ることができまして、本当におめでとう

ございます。この施設は医療連携で様々

な役割を担っているということですので、

皆さんのこの施設での活躍というものが、

本当に機会が増えていくかと思います。

そういった意味を込めて、本日の議題は

４件と、また報告についても５件と非常

に多くの数がありますので、皆様の専門

的な知見等を頂きまして、第１回の推進

会議が開かれることを期待したいと思い

ます。 

 それでは、早速これから議事のほうに

入っていきたいと思います。 

 本日の議事は、お手元の次第のとおり

です。まずは、議題（１）「介護予防事業

の再構築に向けた検討について」を事務

局から説明をお願いしたいと思います。 

○半貫高齢者施策推進室長 皆さん、こ

んにちは。高齢者施策推進室長、そして

高齢者地域包括ケア推進課長を務めてお

ります半貫と申します。よろしくお願い

いたします。 

 私から説明をさせていただきます。着

座にて失礼いたします。 

 では、資料議題の（１）、ページ数で申

し上げますと１ページになります。「介

護予防事業の再構築に向けた検討につい

て」になります。 

 介護予防事業、介護保険料を抑えるた

めにということで、区といたしましても

非常に力を入れて取り組んでおります。

効率的かつ効果的な介護予防事業を展開

していくために、昨年度もご議論いただ

きまして、昨年度は課題を整理しまして、

見直しを行ってまいりました。その結果

が、お手元にあります、こちら「１６のす

すめ」にまとめられております。 

 今、この「１６のすすめ」を実施してい

るところですが、まだまだ課題がござい

ます。項番２に記載のありますとおり、

「はつらつ教室の在り方」ということで、

この「１６のすすめ」の１１ページを御

覧ください。 

 「はつらつ教室」、フレイル予防に大切

な運動、栄養、口腔が１回で身につく講

座的なものをやっておりますが、教室終

了後にご自身で実践できるよう、ポイン

トを押さえて総合講座を行い、その後は、

自分で取り組んでいただくことを目的に

実施しておりますが、どうしても通いの

場となってしまっている現状がございま

す。抜本的な見直しも含めた協議・検討

が必要と考えております。 

 また、ページ数ちょっと戻っていただ

きまして、９ページになります。「みんな

で元気アップ教室」というものですが、

全１０回の教室を通しまして、参加者同

士で交流を深めて、教室終了後は、自分

たちでグループを立ち上げてこの後実施

していただくという目的を持った教室な

のですが、その後、コロナもありました

ので、あまり会場にとらわれず、皆さん

気軽に参加できるということで、ウォー

キングを中心にした自主グループの活動、

立ち上げを行ってきたところなのですが、

やはりコロナが終わりまして、皆さんの

ウォーキングに対するニーズがちょっと

変化してきているような現状がございま

す。そこで、こちらについても検討が必

要だと考えておりまして、この２つにつ

きまして、はつらつ高齢者部会の中で協
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議検討をしていくことをお願いしたいと

考えております。 

 説明は以上になります。よろしくお願

いいたします。 

○酒井会長 ありがとうございました。

ただいまの説明を受けて、まず、ご質問

等ございますでしょうか。また、ご意見

等を含めて頂きたいと思います。 

○賀川委員 賀川でございます。今のお

話によりますと、ウォーキングに対する

高齢者の方々の変化と言いますか、その

点について、どのように感じられている

のか、お願いいたします。 

○神家満はつらつ高齢者支援係長 事務

局の高齢者地域包括ケア推進課はつらつ

高齢者支援係の神家満からお答えさせて

いただきます。 

 ウォーキングに対する高齢者の意識に

ついてなのですけれども、当初コロナ禍

のときには、やはり三密を避けるという

ことから、屋外で場所を制限なく、また

参加人数も限らずウォーキングをする、

健康に資することをするということには

皆さん興味を示して、ご参加いただける

ところではあったのですけど、ここ最近

は、なかなかウォーキングを理由にこの

教室にお誘いしても、もう既に一人でウ

ォーキング活動を始められている方や、

誰かと一緒に歩くのは。というところで、

なかなかお誘いしづらいというのは、現

場のホウカツさんからお声を頂いている

ところです。 

 我々としても、コロナ禍の中でのウォ

ーキングに対する意識と現状というのは、

少しニーズが変わってきているのかなと

考えているところなのですが、ウォーキ

ングについては特定の道具を必要としな

いですとか、先ほども場所を選ばないと

か、そういった利点もありますので、ウ

ォーキングをなくすことありきではなく、

もう一度改めて整理をして、この事業を

どのように進めていくのかというところ

を検討したいと考えております。 

○酒井会長 よろしいですか。 

 ほかいかがでしょうか。よろしいです

ね。 

 それでは、議題も多いので、先に行き

たいと思います。 

 それでは、議題の（２）に入りたいと思

います。「（仮称）足立区認知症施策推進

条例の制定について」をまず事務局のほ

うからご説明をお願いしたいと思います。 

○半貫高齢者施策推進室長 それでは半

貫のほうからご説明いたします。 

 今、足立区でも認知症については様々

取り組んでおりますが、令和６年１月１

日に国のほうでも認知症基本法が施行さ

れ、基本理念や基本的な施策というもの

が示されました。これを受けまして、区

のほうでも認知症の条例制定に向けて検

討をしていきたいと考えております。認

知症施策を推進していくため、認知症の

方を含めた区民一人ひとりがその個性と

能力を十分に発揮し、共生する社会の実

現を展開していくためにも制定を考えて

いるところです。 

 条例の案文、文案の作成に当たりまし

ては、認知症のご本人、またご家族から

意見を伺いまして、その意見を条例の文

案に反映していきたいと考えております。 

 また、もちろんパブリックコメントの

実施をいたします。そういったところの

協議・検討のところに、ぜひ、認知症施策

推進部会の委員の方々のご意見を頂きた

いと思いまして、部会へ協議事項として

上げさせていただきたいと考えておりま
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す。よろしくお願いいたします。 

○酒井会長 それでは推進条例の制定に

ついてという点なのですが、ご質問、ご

意見等いかがでしょうかね。 

○白川副会長 すみません。日本大学の

白川でございます。 

 私も部会員で来ている立場で聞くのも

何なのですが、これは基本法、国の法律

レベルでは別に条例を作れという話まで

は書いていないのではないかなと思って

いて。ただ、そうはいっても、市区町村に

なるのかな。基本計画みたいなのは作る

ように努めるのかどうか分からないです

が、なっていたように思うのですけど、

その辺りの根拠と言いますか、法令上ど

ういう整理の中で条例という話が出てき

たのかなという話と、その基本計画をつ

くっていくのかどうかということも、そ

の条例の中に書いていくのかどうかとい

うところを、ちょっとご説明いただけれ

ばと思います。お願いします。 

○佃認知症施策推進担当係長 事務局の

高齢者地域包括ケア推進課認知症施策推

進担当佃よりお答えさせていただきます。 

 今回、条例の制定に向けましては、事

業者の方や地域の方と認知症について理

念を共有するというところを目的としま

して、条例制定に向けて動くということ

になりました。 

 計画についても準備する方針が国から

示されているのは、こちらのほうでも承

知しておりますが、まず、条例制定後に

計画の準備を進めていきたいと考えてお

ります。 

○酒井会長 よろしいですかね。 

 私からの意見なのですけれども、国は

認知症を含めて、様々な個別的な法律的

なものはつくっているのですけど、バラ

バラだったのですよね。特に介護保険法

にも触れています。それから成年後見法

にも触れています。ただ、様々な事項で

統一感がなかったというのがありまして、

今回の認知症基本法というものは、具体

的に一定の拘束力のある規定はないかと

思うのですけれども、行政に対して、や

はり統一感のある施策推進ということで、

あえてつくられたと思いますので、足立

区のほうとして見ても、そういった点で、

再度検討して、条例の制定に向けて動い

ていただければと思います。 

 それでは、議題の（２）については、こ

れまでとしまして、次に行きたいと思い

ます。 

 議題の（３）に入りたいと思います。

「チームオレンジの取組について」を事

務局のほうからご説明をお願いしたいと

思います。 

○半貫高齢者施策推進室長  それでは

「チームオレンジの取組について」です。

区といたしまして、このチームオレンジ

の取組を進めていきたいと考えておりま

す。 

 まず「チームオレンジとは」というと

ころなのですが、記載がございますよう

に、認知症の方、またそのご家族の方の

ニーズを、認知症サポーターを中心とし

た支援者とつなぐ仕組みのことを「チー

ムオレンジ」と国のほうから示されてお

ります。国のほうでは、このチームオレ

ンジを令和７年度までに全ての市区町村

で整備するという目標が掲げられており

まして、足立区も遅ればせながらではご

ざいますが、取組を進めていきたいと考

えております。 

 このチームオレンジについてですけれ

ども、足立区版チームオレンジの仕組み
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の定着について、また、足立区全体への

この取組の展開について、認知症施策推

進部会のほうで協議・検討を進めていき

たいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

 説明は以上です。 

○酒井会長 このチームオレンジについ

て何か資料とかはないのでしたかね。 

○半貫高齢者施策推進室長 すみません。

次のページにＡ４横の「足立区チームオ

レンジの概要案」ということでは、お示

しをさせていただいております。御覧い

ただければと思います。 

○酒井会長 ありがとうございます。や

っぱり皆さん既に目をお通しになってい

るのですね。それを踏まえて、ご意見、ご

質問等あればお伺いしたいと思います。 

○白川副会長 認知症部会の副会長であ

りますので、コメントだけちょっとさせ

ていただければと思いますが、「チーム

オレンジ」をそういった人たちとつくれ

てはいるのですけど、つくればいいって

ことじゃなくて、目的がとても大事でご

ざいまして、ここに書かれておりますよ

うに、社会参加を支援していこうという

ことはとても大事なことでありまして、

実はこの社会参加というのは、障害者権

利条約の第３条にあるのですけど、障が

いの有無にかかわらずあらゆる場面での

社会参加を実現することを一般原則とし

て考えられているのですが、実は、この

考え方は、認知症基本法に反映されてい

て、共生社会の１つの大事な要件は、認

知症とかの基本的人権を守るといって、

社会参加をちゃんと確保できる地域社会

をつくっていく観点で、このチームオレ

ンジを次に活用していくというのが大事

なのですね。社会参加のありがたみとい

うのは双子のきょうだいみたいなものな

のですけど、ぜひそういう方向で足立区

のチームオレンジを活性化させてもらい

たいと思っています。以上です。 

○酒井会長 ありがとうございます。 

 私からちょっとご質問させていただい

てもよろしいでしょうか。 

 バリアフリーというお話があったので

すけれども、いわゆる世間の高低差とか

のバリアフリーではなくて、もっと広い

意味で、認知症のある方が、社会に出て

いく様々なものについてのバリアフリー

という広い意味なのですよね。 

○白川副会長 確かに会長がおっしゃる

ように、バリアフリーというのは、もと

もと建設業界の言葉なのですけれども、

障害者権利条約でもバリアフリーを使い

ますが、それは、ノーマライゼーション

という考えで、身体障がいや精神障がい

とか認知症とか障がいがあるがゆえに、

普通の当たり前の生活ができないという、

それがやっぱりおかしいだろうというこ

とで、それは国家の責務として変えてい

くということが、バリアフリーの考え方

ですね。社会参加を阻む内容を取り除い

ていくという考え方でございます。 

○酒井会長 ありがとうございます。ほ

かいかがでしょうかね。 

 山下委員、お願いします。 

○山下委員 医師会の山下です。ありが

とうございます。具体的にちょっとイメ

ージが湧かないところをお尋ねしたいの

ですけれども、社会参加とおっしゃいま

すが、今、認知症の方が社会参加できて

いないとは思えないのが実際で、かなり

高度認知症になってしまうと、いろいろ

な制約が出てくると。またそうなってき

ますと、この本人が、そのどういった社
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会参加を望んでいるかというところから

検討しないといけないと思いますし、そ

うなってくると、この図の下の本人、家

族、ケアマネ・民生委員からの相談と。こ

の相談のタイミング、かなり進んでから

相談されても、無理矢理本人を引っ張り

出して、望みもしないことを押しつける

みたいなことにもなりかねないので、こ

の辺を具体的に考えていかないといけな

い。このチームオレンジコーディネータ

ーというのは、ちょっとピンとこないの

ですけれども、これは事務局に質問です

が、これはどういった方々なのでしょう

か。 

○佃認知症施策推進担当係長 認知症施

策担当の佃からお答えいたします。 

 「チームオレンジコーディネーター」

という職種と言いますか、肩書きなので

すけれども、各都道府県で研修をしてお

りまして、東京都でもチームオレンジの

コーディネーター研修を開催しておりま

す。区市町村の職員であったり、ホウカ

ツの職員を対象にやっておりまして、足

立区内に５人、認知症地域支援推進員が

おりますが、昨年までに５人とも研修は

受けております。 

 その研修を受けた人が、チームオレン

ジを立ち上げていくに当たって、いろい

ろ助言をしたり支援をしたりするという

役割を担っております。 

○山下委員 ありがとうございます。そ

うすると認知症地域支援推進員が、チー

ムオレンジコーディネーターの資格を取

ったというような認識でいいのですか。

それとも、それ以外にも、これからたく

さんの人たちを増やしていこうと、ホウ

カツ以外でも増やしていこうというよう

な考え方ですか。 

○佃認知症施策推進担当係長 現時点で

は認知症地域支援推進員にこの役割を担

ってもらうと考えております。 

○山下委員 ありがとうございました。 

○酒井会長 この点、ほかはいかがでし

ょうね。 

 佐藤委員。 

○佐藤委員 このようにちゃんと進んで

いて、かなり重度になっていくとリアル

な話に少しなります。実はＭＣＩのレベ

ルがご本人達たくさん感じている。例え

ば視空間認知の障がいが起こりますと、

外出が非常に難しくなってきて、交通機

関を利用するのが非常に難しくなります。

それに対してのクレームというのが公共

交通機関に入って、標識を凄く大きくす

るのですよね。目に入るようにきちんと

矢印をつくる。 

 建築関係でもバリアフリーの標識があ

って、トイレが分からなくなってしまう

という人がいるみたいで、トイレのマー

クを大きくつけるのです。あるいは何か

の拍子でお風呂に入ると、シャンプーと

リンスの区別がつかないという人。そう

したらでっかく「シャンプー」とマジッ

クで書くのです。それから、郵便局に行

くと、郵便局にたどり着けないので、郵

便局のマークをものすごく大きくして、

どこからでも見えるようにするとかです

ね。 

 例えば金銭管理の問題があると、そう

いうものが出てくると、家を貸してくれ

ないということですね。一人暮らし等。

ちゃんとそのクレームも原料にこういう

ものをつくって対応していく。バリアフ

リーですとか、様々な民間サービス事業

者等々と連携しながら始められるように、

国を上げての官民連携協議会ですので、
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そういう場にできれば。 

○酒井会長 ありがとうございます。大

分チームオレンジのことと、バリアフリ

ー含めて、分かってきたかなと思うので

すけど、ほかいかがですかね。 

 次の議題に入ります。また、戻ってい

ただいて次の議題のほうに行きたいと思

います。 

 それでは、次第の、議題の（４）ですね、

「令和７年度地域包括支援センターの業

務委託評価の実施について」。これを事

務局のほうからご説明をお願いしたいと

思います。 

○半貫高齢者施策推進室長 ７年度に関

しましても、地域包括支援センター、ホ

ウカツの業務委託評価を実施いたします。 

 ホウカツも地域包括ケアシステムの中

核的役割を担っていただいておりますし、

地域においても求められる機能を十分に

発揮していただいているかと思いますが、

より一層力を反映していただくために、

人員体制、それから業務の状況、そうい

ったものを把握・評価させていただきま

す。 

 これらについてなのですが、評価の実

施方法、それから評価結果の審議につき

まして、地域包括支援センター運営協議

部会のほうでご議論を頂きたいと考えて

おります。 

 ７年度の足立区地域包括支援センター

の業務委託評価（案）につきましては、別

紙でつけさせていただいております。 

 よろしくお願いいたします。 

○酒井会長 ありがとうございます。こ

の点、ご質問等ございますでしょうか。 

○賀川委員 医師会の賀川です。ありが

とうございます。 

 質問ではないのですけれども、本当に

ホウカツの皆様も、前回の会議でも少し

申し上げましたように、非常に多岐にわ

たって業務もございまして、人材確保、

看護師さんが足りないようなところ、な

かなか探せないというところを聞いてお

ります。場所によりましては、一定の資

格、人数によって１０人だったり８人だ

ったりするわけですけども、例えば佐野

地域なども非常に多いものですから、そ

の一方で、北千住は統合されています。

本当に頭の下がる思いでございますけれ

ども、ちょっと１つ、ここでお話するこ

とではないかもしれませんけど、在宅療

養をやっていらっしゃる利用者さんとい

いますけれども、今多くなってきており

ますが、その方々をそのところでは必要

だと思って、施設に入れられたのでしょ

うけども、少し無理矢理に施設に入りま

しょうというところで入れていたのです

ね。一方ホウカツさんはその中での対応、

その辺のところで苦慮したお話を現場の

人から聞いております。その辺につきま

して、特別コメントしていただくという

ところではないかもしれませんけれども、

基幹ホウカツさんがいらっしゃっていれ

ば、そういったお話を聞かせていただけ

ればと思います。 

 この評価は、非常にいつもよい評価を

私もつけさせていただいています。しか

し、本当に現場では、色々な困りごとが

あるのですけれども、そういう話を聞い

ていますので、いかがでしょうか。 

 なければないというところで、よいと

思います。 

○結城社会福祉協議会地域福祉部長 社

会福祉協議会地域福祉部長、結城ですが、

基幹包括のセンター長もやっております。 

 ご質問、ご意見頂きまして、ありがと
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うございます。まず、ホウカツの業務等

につきましても、非常に多岐にわたって

いるというのは、前回の運営協議部会で

もあったと思います。まさにそのとおり

だなと思っています。 

 今回、運営協議会の部会では、ホウカ

ツの評価の実施方法についても議論させ

ていただけるというところでは、非常に

色んなご意見がでると思っています。そ

れを見直しの良い機会の場としていると

ころでございます。 

 また、先生の方から、今お話のあった、

在宅療養の必要な方の施設に入っていく

事案が紹介されたところですが、恐らく、

そういった方は、やむを得ぬ事情であっ

たりとか、いろいろな状況を鑑みて、チ

ームで検討しながら決めた事案ではない

かなと思います。また入った後で、なか

なかなじめずに戻っていらっしゃるとい

うことだったり、様々な事情があると思

います。現場のほうでは、よくよくチー

ムの中で、皆さんのご意見を総合的に勘

案しながら、決めているといったところ

が今、現場の状況かなと思っています。 

 また、その他にもホウカツのことで、

何かありましたら、この部会メンバーの

方々に色々ご意見頂きながら、議論をし

てまいりたいと思いますので、どうぞよ

ろしくお願いしたいと思います。 

 私からは、以上でございます。 

○酒井会長 ありがとうございます。よ

ろしいでしょうか。 

 私からなのですけれども、地域包括の

この業務評価という点ですが、私も何度

か評価、各センターのコメントを見させ

ていただいて、非常によい意見が出てい

ます。限られた人数の中で、これだけの

業務をやっているというのは本当に大変

なことで、この業務評価は、負担になる

形にはなってほしくないなというのは、

大事なものであるのですけど思うところ

ですので、そういった点を注意していた

だければなと思いました。 

○中村主査 オンラインの榊󠄀原先生が挙

手をされているのでお願いいたします。 

○榊󠄀原副会長 少し確認させていただき

たいのですけれども、協議事項の案の中

で（１）の「評価の実施方法等」というと

ころがあるのは、今年度、特にここを新

たに見直しなどをする予定なのかという

ところを教えていただければと思います。 

○高橋地域包括支援センター係長 高齢

者地域包括ケア推進課地域包括支援セン

ター係の高橋よりお答えさせていただき

ます。 

 ご質問ありがとうございます。実際に

協議事項といたしまして、「評価の実施

方法等」ということで記載をさせていた

だいております。 

 基本的には、前年度、今現状の内容と

いうところを提示させていただくのです

けれども、委員の皆様等々の中から、や

はりご意見等を適正に反映させていただ

きまして、対応を検討させていただきた

いというところで考えてございますので、

よりよいものがあれば、それを取り入れ

ていくというところの考え方でございま

す。 

 以上です。 

○榊󠄀原副会長 承知しました。ありがと

うございます。 

○酒井会長 先生、よろしいですね。 

○榊󠄀原副会長 はい、大丈夫です。あり

がとうございます。 

○酒井会長 それでは議題のほうは、こ

こまでといたしたいと思います。 
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○中村主査 ここで事務連絡をさせてい

ただきます。榊󠄀原副会長なのですが、お

仕事の都合上、ここで退席となります。

榊󠄀原副会長におきましては、今後ともよ

ろしくお願いいたします。 

○榊󠄀原副会長 途中で失礼いたします。

申し訳ありません。今後ともよろしくお

願いします。 

○酒井会長 それでは、議事を進めてま

いりたいと思います。 

 次に、次第の４の報告事項に入らせて

いただきます。 

 報告事項の（１）「令和６年度医療介護

連携推進事業の実施結果について」、（２）

「足立区在宅療養推進協議会の設置につ

いて」を医療介護連携課長の徳井委員に

一括してご説明をお願いしたいと思いま

す。 

○徳井医療介護連携課長 医療介護連携

課長の徳井でございます。報告について

ご説明させていただきます。 

 まずは、「令和６年度医療介護連携推

進事業の実施結果について」でございま

す。 

 本日ご参会の委員において多大にご尽

力いただいているところでございますが、

私からご説明をさせていただきます。 

 まず、医療介護連携研修、どのような

職種の方がどのぐらい参加されているか

というところなのですけど、１番（１）の

とおりでございます。６７６人です。去

年は５００名ほど関わりがあったところ、

令和６年度は１００名以上増えていると

いう実績になります。 

 （２）実施結果に参ります。まず、ア「医

療介護スキルアップ研修」でございます

が、これ医療介護現場での実践力向上を

目的として実施をしております。令和６

年度については、１回は服薬で、１回は

アドバンス・ケア・プランニングという

ことで、意思決定支援ですね。こちらの

研修をやらせていただきました。合計３

００名以上にご出席を頂いているところ

でございます。 

 すみません。８ページをお開きくださ

い。 

 続きまして、「多職種連携研修会」にな

ります。これは、「顔が見え相談できる関

係づくり」というところで、医療、介護の

垣根を取って、そういった関係づくりを

するために行っている研修でございます。

千住、北部、中部、東部、西部の５ブロッ

クに分けて、各ブロックで各世話人とい

うコアメンバーの方がいらっしゃるので

すけれども、そういった方を中心に地域

実情に合わせて何をやるかというのをご

協議いただきまして、研修会を実施いた

だいております。 

 開催結果は別紙のとおりでございます

が、時間も限られておりますので、後ほ

ど御覧いただければと思います。 

 続きまして、９ページを見ていただき

たいと思います。 

 ウについては、「多職種連携全体交流

会」ということで、これ全ブロックが集

まって少し研修会そういったものをさせ

ていただきました。合計４９名の参加が

あったところでございます。 

 続きまして、２番「入退院支援相談員

交流会」です。令和６年度から新たに始

めた試みとなります。入退院に関わる区

内地域包括ケア病棟ですとか、精神科入

院病棟を持つ病院の相談員さんを中心に

お越しいただきまして、意見交換をして

いただいたところでございます。 

 具体的に、各病院やり方が違うので、
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ノウハウの共有ですとか、また共通した

悩みがありましたら、そういったところ

の相談というところで、解決に至ったか

どうかはまた別なのですけれども、よい

機会になったなと感じております。 

 なお、今年度も１回やっておりまして、

今年度は、またこれから在支病のほうに

も広げておりまして、１回やっただけな

のですけども２９病院、５１名に参加し

ていただいて、大変好評になっておりま

す。今年度は４回開催する予定でござい

ます。 

 すみません。１０ページをお開きいた

だけますでしょうか。 

 ３番の「在宅療養講座」でございます。

これも令和６年度から始めたものになり

ます。在宅療養ですね、今までは、関係者

の方にやっていたのですけど、区民にも

やったほうがよいだろうという意見が出

てきまして、初めて区民向けの講座を開

催させていただきました。５０名定員に

対しまして、満員御礼の５０名参加にな

っております。大変好評いただいており

ました。アンケートの中では、「これでち

ょっと在宅医療のこと全部分かったわけ

じゃないのですけど、入口に立てた」と

いう前向きなお言葉を頂きまして、これ

は令和７年度も実施をする予定で、また、

区民向けにこういった在宅療養を伝える

啓発冊子を作成していく予定でございま

す。 

 続きまして、１１ページをお開きいた

だけますでしょうか。 

 ４番が「ＭＣＳ操作研修会」。ＭＣＳと

は、メディカルケアステーションといい

まして、医療介護現場で使えるコミュニ

ケーションツールでございます。これの

操作研修会を実施しております。２回や

りまして、大体３０名ほどご出席いただ

いたところでございます。 

 では、すみません、１２ページをお開

きいただけますでしょうか。 

 「今後の方針」でございますが、この後

出てきますが、在宅療養推進協議会の中

で協議のうえ、実効性の高い研修を実施

していくとともに、今日お越しいただき

ました「すこやかプラザあだち」のウェ

ブのシステムですとか、そういったもの

をふんだんに使わせていただいて、また

研修等を充実させてまいりたいと考えて

おります。 

 本案件については、以上でございます。 

○酒井会長 よろしいですね。 

 今、ご報告いただいた点について、ご

意見、ご質問等いただければと思います。

内容が豊富ですので、ご意見も言いやす

いのではないですか。 

 すみません。各委員が検討されている

間に、ちょっと事務局のほうにご質問な

のですけども、「すこやかプラザあだち」、

こういうものができて、様々な新しい機

能設備が整っているようなのですが、例

えばこういった多職種連携とかをしてい

くに当たって、また、ＭＣＳを使ってい

くに当たって、この施設の新しいこうい

う部分が、それに対応できますよという

ような、施設の機能紹介みたいなものが

できれば、若干お願いしたいなと思うの

ですが。趣旨が分かりづらくて申し訳な

い。 

○徳井医療介護連携課長 ご質問いただ

きまして、ありがとうございます。 

 「すこやかプラザあだち」につきまし

ては、医療と介護、それから、もしものと

きに備えた施設でございます。隣に衛生

部長がいる中で私が話させていただいて
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恐縮なのですけれども。その中でも、先

ほど多職種の連携がありましたので、こ

の大研修室についてご説明をさせていた

だきます。 

 大研修室について、まずハード面から

申し上げますと、今もう全部パーテーシ

ョンを取っておりますが、全部で３００

名座れるものになっております。３個の

部屋に分かれまして、さっき榊󠄀原委員も

ご参加いただいていましたけれども、ウ

ェブでのものが常設されておりまして、

プロジェクターも常設されているところ

でございます。このお部屋の主な目的な

のですけど、やはり、当初の目標は医療

と介護の団体様に使っていただくという

のが前提のお部屋でございます。医療と

介護の団体様には、このお部屋を予約す

るためのウェブＩＤ等を配布して、ご利

用いただいているところでございます。 

 ３階、たくさんお話ししたいことがあ

るのですけど、私からは３階のところを

ご説明させていただきます。 

○酒井会長 まず、機能的には３階がメ

インのような気がしました。 

 よろしいですか。ご意見等々ですね。

まず一通り、報告事項を進めますね。 

 それでは、次に進めていきたいと思い

ます。 

 報告事項の（３）、「令和６年度『足立

区地域包括ケアシステム８つの推進事業』

の実施結果について」を事務局からご説

明をお願いしたいと思います。 

○徳井医療介護連携課長 すみません。

先ほどの報告事項なのですけど、１番と

２番を一括でお話しするところ、私、１

番しかお話をしておりませんでした。 

○酒井会長 そうなのですね。変だなと

思っていたので。 

 では、２番のほうをお願いします。 

○徳井医療介護連携課長 大変申し訳ご

ざいません。失礼しました。資料は１４

ページをお開きいただければと思います。 

 「足立区在宅療養推進協議会の設置に

ついて」ご報告をさせていただきます。 

 令和６年度、この「すこやかプラザあ

だち」に向けて「医療と介護の連携・研修

センター運営準備会」ということで、そ

の場で在宅療養をどうやって推進してい

くかというご協議を頂いていた、任意団

体という形でやっていったのですけれど

も、令和７年度からは要綱を設置させて

いただいて、正式に「足立区在宅療養推

進協議会」を設置することになりました。 

 「協議会の目的」としては書いてある

とおりですけれども、在宅医療と介護、

切れ目なく一体的に提供する体制の充実

を図るというところで、そのために課題

が何なのかですとか、どういった方策を

企てていったらいいのかですとか、そう

いったところをご協議いただく場になり

ます。 

 「所管事項」については書いてあると

おりでございまして、委員構成について

は、合計２２名、御覧のとおりでござい

ます。 

 既に５月１９日に第１回が開催されて

おりまして、この中では、今後、在宅療養

に関わるテーマを決めて議論をしていく

ことですとか、先ほど申し上げました区

民啓発誌、これを考えるためのプロジェ

クトチームの選出を頂いたところでござ

います。 

 私からは、ご報告は以上でございます。 

○酒井会長 ありがとうございます。こ

の点、ご意見、ご質問等いかがでしょう

か。 
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 私からなのですけれども、このような

推進協議会を設置するということなので

すけど、非常に協議会の目的は大きなも

のになっています。この協議会は、どれ

ぐらいの頻度で開催されていくものなの

ですかね。 

○徳井医療介護連携課長 医療介護連携

課長よりお答えさせていただきます。年

４回の開催を予定しております。 

○酒井会長 ありがとうございます。非

常に所掌事項も大きなものですので、こ

れがどのように他の様々な運営部会等に

反映されていくのか、そういった点につ

いても、今後ご報告を頂く機会があれば

と思います。 

 よろしいですかね。 

 それでは、報告事項、先ほど途中まで

お話ししていただきましたが、報告事項

の（３）に入りたいと思います。 

 令和６年度「『足立区地域包括ケアシ

ステム８つの推進事業』の実施結果につ

いて」をお願いしたいと思います。 

○半貫高齢者施策推進室長 それでは、

報告（３）、ページ数でいいますと１５ペ

ージになります。 

 「足立区地域包括ケアシステム」を推

進していくために、８つの推進事業を区

内全域で本格実施ということで、令和４

年度から取組を進めております。 

 その８つの推進事業なのですが、別紙

を御覧ください。 

 重点項目１、２、３、４と分けられてお

りますが、８つの事業がございます。既

に御覧いただいているかと思いますが、

簡単に実績についてご報告させていただ

きます。 

 まず１７ページ、「自主グループの創

出支援」。これが１つ目の取組になりま

す。全２５地区で合計５６の自主グルー

プが、６年度創出され、目標を達成した

ところです。 

 ２つ目の事業、１９ページです。「わが

まちの孤立ゼロプロジェクト推進による

地域の見守り強化」ということで１２８

団体、６年度に登録をしていただいたと

いう実績になります。 

 ３つ目、ＭＣＳ、先ほど説明がありま

した医療・介護関係者の方のコミュニケ

ーションツールです。そちらの利用促進

ということで、１，０７５件の登録件数

が６年度はございました。 

 ４つ目、「地域の資源と連携したホウ

カツ出張相談窓口」。６年度は２５地区

で出張相談、計９９回開催の実績がござ

います。 

 ５つ目の取組で、「あだちお部屋さが

しサポートとの連携による高齢者の住ま

い確保」。こちらが、「あだちお部屋さが

しサポート」によって、１５名の高齢者

の方の住まいの確保に至ったという実績

になります。 

 ６つ目、「認知症への理解促進（高齢者

声かけ訓練）」ということですが、全２５

地区で高齢者への声かけ訓練を実施。計

３０回実施したという実績になります。 

 ７つ目が、「じぶんノート」。足立区で

は「じぶんノート」と呼んでおりますが、

エンディングノートになります。それを

活用した終活啓発ということで、全２５

地区で、「じぶんノート」を活用した講座

の開催がありました。計３９回開催、延

べ６０４人が参加という実績になります。 

 そして８つ目の取組です。「高齢者の

情報格差解消に向けた取組」ということ

で、６年度ホウカツを知っている割合が

８１％ということで目標を達成しており
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ます。また、「ホウカツが、『もの忘れが

心配な高齢者の方の相談窓口』であるこ

とを知っている割合」につきましても、

目標値を超える１６%という結果が出て

おります。 

 こちらの８つの取組とともに、「地域

包括ケアシステム推進に対する区民体感

の変化」ということで、指標を定めてお

ります。そちらが１５ページ資料の項番

２なります。 

 「自分が住んでいるまちは、介護が必

要な状態になっても安心して暮らし続け

られると思う区民の割合」を指標として

おります。令和６年度６９.１%と横ばい

の結果ではありましたが、「介護予防チ

ェックリスト」の回答からこの数値を出

しているところなのですけど、「介護予

防チェックリスト」が、３年に一度、６５

歳以上で要介護・要支援認定を受けてい

ない方にアンケートを取っております。

６年度実施した方というのが、過去に戻

ります、令和３年度に実施した方になり

ますが、そこと比べますと１.８ポイント

上昇したという結果となっております。

今後も評価・検証を繰り返しながら、事

業の推進を図ってまいりたいと考えてお

ります。 

 説明は以上になります。 

○酒井会長 ありがとうございます。８

つの推進事業の具体的な実施結果ですか

ら、非常に生々しい、うそのないものに

なっているかと思います。これについて、

皆さんのご意見等を頂きたいと思います。 

○鈴木委員 薬剤師会の鈴木です。質問

というか意見に近いのですけど、８つの

項目の内の３つ目のメディカルケアステ

ーション、ＭＣＳの件なのですが、今後

の方針のイのところで、足立区医師会を

はじめとした多職種団体と連携し、ＭＣ

Ｓ活用の好事例を上げていきましょうみ

たいな話がありました。これぜひ積極的

にやっていただきたいと思っておりまし

て、というのも、ＭＣＳ、登録者はすごく

伸びていて、これも皆様のご協力のおか

げですばらしいことだと思うのですけど、

登録だけしていて使えてない方々が、非

常にケアマネさんとかが多くて、あった

例なんかですと、ＭＣＳを積極的に使わ

れているウイングさんとかにみんなで登

録しているのですけど、ケアマネさんだ

け入ってなかったりとかしていて。 

 なので、「登録しましょう」みたいなこ

とを言ったりすると、「ちょっと煩わし

いかな」みたいな話をされてしまいまし

て、それは理由としてちょっといかがか

なと思いまして、みんながみんなそうじ

ゃないと思うのですけれども、中には、

多職種連携の会、先ほどもありました会

議とかでグループディスカッションとか

するときに、やっぱり登録されてないグ

ループの方々がいらっしゃいまして、そ

ういう方々に伺いますと、職場の上司の

指示が出ないとか、その施設として使わ

ないとならないから、個人では登録した

ことがあったりとか理解をしていても、

実際に運用までは行っていないという意

見もあったりとか。 

 恐らくよい事例をいっぱい聞けば、前

向きになれるであろう方々でも、煩わし

いという方が先に出てしまって、登録し

かしないで、運用してないという声が結

構多いっぽいです。なので、ぜひここは、

各職業の方々によい事例をいっぱい出し

ていただいて、あくまでこれは道具とし

て使うだけで、目的は、利用者様のより

よいサービス提供のためというのが前提
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にあるわけですから、これのおかげで、

色々な職種の方々の風通しがすごくよく

なって、報告書がすごくいっぱい上がっ

て、それぞれの職業が何をやっているか

というのがすごくよく分かる事例もあれ

ば、ＭＣＳを使ってない場合に、報告書

をケアマネさんに送るのですけど、ほか

の方々が何をやっているのか全然分から

ないという介護の現場もあったりして、

それだと利用者さんのためにならないと

思うので、ぜひこれは、もう最優先課題

じゃないのですけど、ＭＣＳ、ケアマネ

さんを中心として、登録だけじゃなくて

好事例をどんどん上げて、みんなで積極

的に使ってもらいたいというのがあって、

今これで発言させていただきました。以

上です。 

○徳井医療介護連携課長 すみません。

ＭＣＳ所管しています医療介護連携課よ

りお答えさせていただきます。 

 ご意見頂きましてありがとうございま

す。私も同じことを感じておりまして、

昨日ちょうどＭＣＳの操作研修会でやっ

ていたのですけれども、やっぱり、取り

あえず事業所の上の人から、どういうも

のか見てこいと言われまして、今、登録

の簡単さですとか機能のご説明は十分で

きているかなと思うのですけれども、や

はり有用性というところの周知がまだ弱

いかなと感じております。 

 具体的には、トークラインでうまくい

った事例ですとか、そういうところはち

ょっと黒塗りになってしまうのですけど、

そういったところを出しながら普及啓発、

各会議の場で都度、しつこいぐらいＰＲ

をしていきたいと考えております。 

○酒井会長 よろしいですか。ほかいか

がでしょうね。８つも推進事業あります

から、ご意見いただければ。 

○白井委員 足立区介護サービス事業者

連絡協議会の白井と申します。 

 まず、ＭＣＳについてです。私も現役

の介護支援専門員なので、ＭＣＳは今活

用させていただいております。とても便

利なツールで、情報共有が図れると認識

させていただくその一方で、先ほど鈴木

委員から出た意見にちょっと重なってし

まうかもしれないのですけど、運用方法

のルールに関しては、ある程度ラインを

引いた方がよいのかなとも感じておりま

す。 

 なぜなら、例えば業務時間外に報告が

上がるとどうしてもやっぱり見てしまう

ところもあります。ただ症例によっては、

終末期の利用者様やそのほかの利用者様

も対応するということもありますので、

例えば運用する時間帯に関しては、日中

帯で報告を上げるとか、直近の例で言う

と、終末期の利用者様だったので、夜の

９時とか１０時に報告が上がるというこ

となので、その辺のラインに関しては、

ちょっとまだ課題が残っているのかなと

は感じております。 

 ２点目としては、出張包括のホウカツ

さんも、恐らく仕様書上は年１回以上の

ラインで引いてらっしゃるのかなという

ところがあるのですが、どのホウカツさ

んも１回以上実施されているというとこ

ろで、やはりホウカツさんを周知すると

いう観点から見ると、この周知回数に関

しては、ある程度加算というものを評価

対象として今後上げてもいいのかなと、

率直に思った次第でございます。 

 以上でございます。 

○徳井医療介護連携課長 医療介護連携

課長、徳井でございます。 
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 ＭＣＳのご質問いただいた運用登録ル

ールについてお答えさせていただきます。

こちら確かに課題として捉えていかなけ

ればならないと考えております。ただ、

各事業者の例えば就業規則ですとか、そ

ういったものもありますので、ちょっと

どういうことができるのかというのを含

めて、検討していきたいと考えておりま

す。 

○高橋地域包括支援センター係長 ホウ

カツの出張相談について、私、高齢者地

域包括ケア推進課の高橋よりお答えさせ

ていただきたいと思います。 

 ご質問いただきました出張相談の部分

の委託の評価についてという部分なので

すけれども、私どものほうといたしまし

ては、実際にホウカツさんのほうでやっ

ていただいていること、例えばホウカツ

の知名度を上げていく中長期的な部分、

そういったところについても取組の評価

というところで、判断の部分としては考

えさせていただいているところではござ

いますので、ご承知おきいただければと

思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○酒井会長 よろしいでしょうか。ほか

いかがでしょうか。それでは、次に進ん

でまいりたいと思います。 

 続いて、報告事項（４）「『あだち脳活

ラボ』の利用状況および利用促進に向け

た新たな機能について」を事務局からご

説明をお願いしたいと思います。 

○半貫高齢者施策推進室長 報告の（４）、

ページ数３３ページになります。 

 「あだち脳活ラボ」、３月１３日から本

格的に実施をしておりまして、今、利用

の方がどんどん増えているような状況に

なっております。 

 利用状況につきましては、項番１に記

載のありますとおり、登録者数、７年５

月末時点ですけれども、３，３４９人。 

 Ｊ-ＭＣＩ（もの忘れチェック）、こち

らを利用された方、１，３７６人。 

 また、動画配信の視聴者数６９９人と、

年度末の目標にも届く勢いで、今、皆さ

んに利用していただいているような状況

になっております。 

 「脳活ラボ」については、広報等で周知

いたしておりましたが、ＰＲ出展という

ことで数々のイベントにも出ております。 

 先日行いました「しょうぶまつり」に

つきましても出展いたしまして、かなり

の方に登録をしていただいたところです。 

 新たな機能が追加されましたのでご紹

介したいと思います。今日、お手元に「あ

だち脳活ラボ」のリーフレットをご案内

しておりますが、こちらを開いていただ

きまして、中ほどのページ、左下になり

ます。貯めたポイントを活用する機能を

新たに追加いたしました。 

 まず１点目が、ガラガラ抽選への参加

ということで、こちらは「脳活ラボ」に登

録した６５歳以上の区民の方を対象とし

ております。貯めた１００ポイントを使

って、スマホ内でガラガラですね、その

抽選をしていただきます。当選された方

にはその場で、ＬＩＮＥですのでプッシ

ュ通知できますので、その機能を利用し

まして、デジタル版のＱＵＯカード、い

わゆるＱＵＯカードペイ、少額ではあり

ますが、当選の番号によっては５０円か

ら５００円プレゼントするものになりま

す。 

 ＱＵＯカードペイを採用した理由なの

ですが、まず操作性。専用のアプリです

とか、改めて会員登録、そういったもの
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をする必要がなく、スマホの画面に表示

されたバーコードをお店に出すだけで読

み取っていただけるという、高齢者の方

でも簡単に使っていただくことができる

機能になっている。また、利便性。コンビ

ニやドラッグストアなど約８万店舗のお

店で使える。そして現金との併用も可能

ということで、とても使いやすさがある

というところ。そして即時性。こちらは

ＬＩＮＥのプッシュ通知で、すぐに直接

デジタルギフトをお渡しできるというと

ころがあります。 

 ３４ページになりますが、ほかの自治

体でも既に同様の採用実績があるという

ところから、ＱＵＯカードペイを採用い

たしました。 

 また、ポイントの使い方の２つ目とし

て、「あだち脳活ラボ」内で、自分のキャ

ラクター、犬や猫や熊などがありますが、

そのキャラクターを変更できる、帽子を

被せたり、リボンをつけたり、眼鏡をか

けさせたりということでキャラクターを

変更できる。そのアイテムを交換するの

にこのポイントを使えるという機能にな

っております。 

 かなり利用されている高齢者の方、今

まではランキングだけだったのですけれ

ども、それだけでも、「何でこんなに一生

懸命やっているのになかなか１位になれ

ないのだ」というようなお話を頂いたり

ということだったのですが、もう既に、

このアイテムを使って、キャラクターを

ご自分なり着飾ってあげたりということ

で利用されている方もいらっしゃいます。 

 令和７年５月２９日から公開いたしま

した。さらに皆さんに利用していただけ

るように周知に取り組んでまいりたいと

考えております。 

 説明は以上になります。 

○酒井会長 ありがとうございます。た

だいまご説明いただいた件について、ご

意見、ご質問等いかがでしょうか。 

○鈴木委員 薬剤師会の鈴木です。私、

まだ６５歳になっていないのですけど、

アプリを利用できる部分もありますので、

ちょっと利用してみまして、先ほども犬

にキャラを変えたりして、面白かったで

す。地域包括支援センターさんがよくや

っている定例連絡会でしたっけ、報告会

でしたっけ、とかでも、やっぱり連絡会

のときにこれをＰＲしていまして、私も

先日、一ツ家なのでそこに参加していて、

グループの中で「スマホ持っている人」

と言って登録したりして、みんな盛り上

がっていたのですが、みんな楽しんで、

チェックとかしていてよかったと思うの

ですけど、１点、ＬＩＮＥの表示のとこ

ろで、みんなで「ちょっと分からないね」

と言っていたところがありまして、「探

す」というのが、私も含め、そのグループ

の中で脳トレしたいのに、どこにあるの

だろうといって、ホームを一生懸命押し

たのですよ。でも全然画面が変わらなく

て、「なんでだろうね」と言っていたら、

「探す」の中にチェックするとか何かす

るとか入っていて、「探す」はてっきり、

みんな見ていたときに、サービスを提供

してくれる施設を探すとか、そのハード

面を探すとどうしても連想してしまった

みたいで、じゃあ、何かいい言葉あるか

と言ったら、今、思いつかないのですけ

ど、ここだけはちょっと、「地域包括の

方々とも含めてみんなで話して、ちょっ

と表示変えたほうが分かりやすいね」み

たいな話があったので、もしよければ、

そういう意見もありましたよということ
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で、ちょっと投げさせていただきました。

質問でなくてすみません。 

 以上です。 

○神家満はつらつ高齢者支援係長 高齢

者地域包括ケア推進課はつらつ高齢者支

援係の神家満です。 

 まずはお試し利用ありがとうございま

す。大変ありがたいです。「探す」という

メニューは、確かに貴重なご意見だなと

思っております。我々としても、今４つ

のメニューがあるのですけれども、今後

このメニューについても、より皆さんに

楽しみながら使っていただいてもらえる

ように、メニューを拡充していく予定も

考えています。そんな中で、メニューを

探すというところで、この最初の入口の

ところは「探す」とさせていただいたの

ですけれども、そういったお声もあった

というところは、事業者とも共有させて

いただきまして、今後の検討に入れさせ

ていただきたいと思います。 

 ありがとうございます。 

○羽田委員 介護サービス事業者連絡協

議会の羽田と申します。よろしくお願い

します。 

 あだち脳活ラボ、鈴木委員と一緒で私

も登録させてもらって、ワンちゃんのキ

ャラクターなのですけど、実際、私は訪

問看護師なので、やっぱり介護されてい

るご家族さんが、今後の自分の将来に向

けてちょっと心配を持っていたりとか、

自分自身も大丈夫かしらという相談を受

けるので、私もこのアプリの啓発、回っ

てこれ一緒にやろうという形でやっては

います。 

 ただ、やはりおうちで介護している人

たちはなかなか外からの情報が取れない

状況があるので、これ広めていくという

ところは、本当に皆さん、入れて喜ばれ

ている人も多いので、例えばそういう方

たちが行く病院だったりとか、あとは、

お買い物に行くお店だったりとか、ドラ

ッグストアとか、結構介護している人た

ちというか、それ以外の人もいるのです

が、このリーフレットだったりとか相談

というのが、そういう現場でもできたら

いいのかなと思いました。以上です。 

○神家満はつらつ高齢者支援係長 同じ

く、はつらつ高齢者支援係の神家満です。 

 ご利用ありがとうございます。「あだ

ち脳活ラボ」の普及啓発する場所、ポイ

ントについては、今、貴重なご意見を頂

きましたので、今後、民間施設にもぜひ

広げていきたいなと考えております。あ

りがとうございます。 

○小浦委員 東京都栄養士会の小浦でご

ざいます。動画配信視聴者数が６９９人

ということですけれども、視聴されてい

る内容というのは、区のほうでは分析で

きたりとか、集計されているものなので

しょうか。どういう分野の視聴数が多く

てみたいなものが分かるのかなと思って。

分かるようでしたらお願いします。 

○神家満はつらつ高齢者支援係長 ご質

問ありがとうございます。 

 もちろん我々のほうでは、どなたが何

の動画を見たか、その動画の特定までで

きております。視聴回数ももちろん分か

る状況になっております。 

 今、手元には詳細の資料はないのです

けれども、以前確認したところですと、

やはり皆さん、体操ですとか筋トレ分野

の動画を視聴される方が多いです。 

 以上です。 

○酒井会長 そこまで分かるのですね。

まさにそういう辺りがはっきりしないと、
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動画を変えていったりとか、様々な工夫

ができませんので、やはり重要なところ

ですね。 

 ほか、いかがでしょうかね。 

○神家満はつらつ高齢者支援係長 補足

させていただきます。 

 データを把握できるだけではなくて、

今後利用者数が増えるに伴いまして蓄積

するデータも増えていきます。我々とし

ては、そういったデータを分析しまして、

既存の介護予防事業、認知症予防事業の

エビデンスであったり、今後の施策立案

にも活かしていきたいなと考えておりま

す。 

○酒井会長 ありがとうございます。ビ

ッグデータですね。 

 それでは、次に移りたいと思います。

追加報告事項の（５）になります。 

 「令和７年度認知症月間の取組につい

て（案）」を事務局から説明をお願いした

いと思います。 

○半貫高齢者施策推進室長 資料３５ペ

ージになります。毎年行ってはおります

が、７年度につきましても認知症月間と

しております９月を実施期間、取組の期

間といたしまして、今年度も実施したい

と考えております。 

 目的としては、記載にありますように、

早い段階から認知症について正しく理解

していただきたいという思いがございま

す。区の認知症施策の取組についての情

報を得るきっかけづくりをということで、

ターゲットは昨年度と同じ４０代、５０

代の区民の方として取組を進めていきた

いと考えております。 

 今年度も集客が高く見込まれる商業施

設を会場にＶＲ体験など普及啓発イベン

ト、またアンケートの実施、パネルの展

示などを考えているところです。 

 報告は以上になります。 

○酒井会長 ありがとうございます。そ

れでは、この点についてご意見頂ければ

と思います。 

 私からなのですけどこの報告事項の５

のところでターゲットが「４０代、５０

代の区民の方」とありまして、ターゲッ

トを絞ったというのはどういった趣旨で

しょうか。 

○佃認知症施策推進担当 高齢者地域包

括ケア推進課認知症担当の佃からお答え

させていただきます。 

 認知症月間の取組を平成３０年からこ

の普及啓発をやっておりますが、この早

い段階、普及啓発イベントに取り組んだ

当初から、なってからではなくて、その

前に早めに知っておいていただきたいと

いうことで、４０代、５０代、親を介護す

る世代の方たちに情報を届けるという趣

旨でずっとやってきております。以上で

す。 

○酒井会長 実際どれぐらいの４０代、

５０代の区民の方が、この取組に参加さ

れているかについては、何か資料は出て

いるのでしたっけ。今回の資料にはない。 

○佃認知症施策推進担当 今回は添付し

ておりませんが、具体的には、デジタル

アンケートを令和５年、６年、２年間実

施しておりまして、その参加していただ

いた方たちのデータを、年代を見ますと、

４０、５０代の方が半数、アンケートに

回答していただいているという現状です。 

○酒井会長 ありがとうございます。い

かがでしょうか。 

 それでは、報告事項については以上と

なります。 

 それ以外に、情報連絡事項が３つあり



22 

 

ます。 

 １つは「介護予防事業の実施結果」、

「『ぱく増し』月間の実施結果」、「『食

べてフレイル予防』事業の実施結果」と

いう情報連絡になります。 

 今日の報告事項、それから情報連絡事

項を踏まえて、最後にご質問等ございま

したらお伺いしたいと思います。 

 いかがですかね。議題が非常に多かっ

たので。 

 それでは、本日は議事を進めてまいり

ましたが、豊富な検討事項等を含めて審

議されたと思います。本日の資料の中で、

様々な実施結果というものが具体的に上

げられた関係で、皆様の意見も、やっぱ

り厳しい指摘もあったりしましたけど、

地域包括ケアシステムを具体的に運用し

ていくに当たっての今後の指標、ポイン

トに具体的な意見になったかと思います。

本日はありがとうございます。 

 それでは、ここまでで私の進行はおし

まいなので、事務局のほうにお返しした

いと思います。 

○中村主査 酒井会長、ありがとうござ

いました。委員の皆様におかれましても、

長時間様々なご意見、ご質問いただきま

してありがとうございます。 

 以上で、本日の会議は終了となります。

初めに、傍聴者の皆様からご退席をお願

いいたします。傍聴証と資料につきまし

ては返却していただきますので、席に置

いてのご退出をお願いいたします。委員

の皆様は、今しばらくお待ちください。 

 委員の皆様に事務連絡がございます。 

 次回の地域包括ケアシステム推進会議

でございますが、本日同様、こちら「すこ

やかプラザあだち」で令和８年３月１３

日に開催を予定しております。また、各

部会の開催案内につきましては、後日、

改めてご案内をさせていただきますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 最後に、区から謝礼をお支払いする委

員の方々で、前回から支払い口座に変更

のある方は、お帰りの際に事務局へお声

がけください。また、委員の皆様で、本日

車でおいでの方につきましては、お帰り

の際に１階または３階にあります総合受

付にお申しつけください。駐車券をお渡

しいたします。 

 それでは、これにて令和７年第１回足

立区地域包括ケアシステム推進会議を終

了とさせていただきます。本日はありが

とうございました。 

 


